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まえがき

本報告缶は, Ll.4･rlJh'_J;人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された太陽コンサルタン

ツ(株)市来秀夫(二L壌肥料･作物栽培)及び佐古昇三東(稲作栽培)の2名によって1994年12月7日-

15日までの9日間にわたって実施した｢モンゴル国ドルノド県稲作開発計画+に係る調査を取りまとめた

ものである.〕

本調査は,音掛T].･'L醐至軽部車力村及び成田佐太郎車力村長が数年前から稲を中心とする農業協力を始め､

今年､現地の農牧試験馴こおいて初めて稲作の成功を見たことにより(陸奥新報､東奥日報に報じられた).

本格的にEl本国政府の政帝開発援助(oDA=こ結び付けたく,当社に相談があったことに始まる｡

現在､モンゴル国は,遊牧が主体で排種農業では小麦の作付け面積が最も多く,稲作は高緯度,高標高

などから気象環境が航しく作付け面積は皆無である.:.一方,国民のコメに対する噂好は増大の傾向を示し､

年間15,000トンを輸入に頼っている｡

このような服況の(17で､三年目にして 今回､ Jf))めて稲作栽培に成功したことは,その可能性を示した

ものとして意義稚いことであり､またモンゴル国民の期待も大きいものがある｡そこで,これを横会に,

より安定な稲作栽培枝術を確立することはモンゴル国■･にとって重要な戦略の一つと考えられるo

本調査にあたっては,モンゴル国政僻ならびにドルノド県知事はじめ関係各位と日本国大使館一等書記

官林伸一郎氏､音森県車力村の成田佐太郎村長及び帝風山野菜振興会事務局次長の栓棟希世貴氏のご協力

を得たことを付記し謝意を表するものであるt-:

平攻6fl:･3月

太陽コンサルタンツ株式会社



こ+ L

r:I

(}z)ンゴム
●

ノ
′

ウルギー
● ウ1スヌルA

･:
■ ●●●

■●●■

'一･･･..1･'''●･■一サブハンJ&

●ホプド

●

●●●●-

ホプド軌.

､･･･....ウリヤきタイ

ホブスゴルA

●ヽ

イルク -ブタ

.1 セtJ

●･ムルンl･1ルガ叫･･. L

.･･..,..プルガン!'チ7.I

■

..../-●･''Sんハンガイ戎一

･あ怒′-こソ連

-
･
･
.
･
. : : ･:･'''''-･･'･･･'!･:.':i.TTF･':-･'･････1●ノ':I,-ふ

-･-イ'･･

･三{'M･7i･;:I:;d^;f･'･''一●';
';,;㌶

●
●

●■-～

ゴビアルタイ瓜J･:.ンホンゴル,&･･.
.･:.…F:てドピ-

'.ヘンティA
t

■

●

:ゥンデル′､-ン
■

●
●

●● ●

l●●.

●′

■
●
●

･ドルノド3&

一イ′

バルーンウル
●

スフr(-トルJ&

〟

サン

/

く

′
●

■●●●

●● ●一
●●

●●●
●

yラン1/Vガド
●

オムノゴビR

.中国

･.lFインシャン

ヽ

ドルノゴビ凡



目　　次

まえがき

調査地区位置図

2．ドルノド県の概要　………‥－－・・…－………‥・……・……‥・・－………・・…・－…・……－………・・…・5

3．今年の稲作概要と今後の稲作開発計画　………………・……・・…・…………………‥・……・8

4．総合所見　…一＝・・・……・…－・－……－－・…・………………－…・………－－……－……・・…・…・・・…－…・…て10

（1）水稲栽培　…………‥・・・・…・……・…………・－…………………………・………・・………………・・10

（2）野菜及び工芸作物栽培・…・・…………・・■い…・・……・………………………………・・……・…‥11

（3）シルバーボラン≠ィァの派遣・・…………・－……－・－－……・・・・………－…・・…・…・・・・……・…・11

印残された主な問題点・・……‥－………－……・…・…………－・……・・……………‥……・・・・・……12

5．結論・－………・・…………・・・・・……………‥・・………・・………・・・……・…・…………・……‥・……・13

6．収集データ及び解析図表　…‥・＝…－・・……・－………・・…‥・………・・－・・－…・・・………・・・・・－－・…・－14

7．面会者・………・－……・・………・…・………・・…………・・……‥・・……………………・・…・・………38

8．調査日程・…………－－・・……・………－…・－……－…・・・・・・・・・・…・……・・…・…・……………・…■●●…－－39



1.背 景

モンゴル国は, 1992年2月13日施行の憲法により従前の人民共和国から変更されて､モンゴル国

(.Mongolialとなった.｡モンゴル国は北及び北西でロシアと,また東南から南西にかけて中国と境を接

し､東西の最大距離は2,392km,南北の最大距離は1,259kmであるo国土面積は156万6,500kn2 (内農地面

積137万ha‾)であり,日本の約4倍の広さである.国内の最高地点はアルタイ山脈中のタバン･ポグド山

ナイラムデル峰で,海抜4374m最低地点はドルノド･アイマク(県)にあるフフ･ノールで海抜560m,

全国平均海抜は1,580mで､高原の国であるo今回稲作に成功したのは標高の最低地点に近いドルノド県

チョイバルサンである.)

年平均気温は,南部地域で＋5℃,北部で-5℃,又北西部の渓谷地では一7--9℃と変化に富む｡モ

ンゴル国の夏と冬とを比べると大変対照的な気温であり､殆どの地域で年格差が45-50℃に及ぶ｡降水

量は季節による偏りがあり､一年の捻雨量の8-10%は寒い時期(10月-3月)に, 67-78%は夏の3カ

月(二ら月-8月)に降る.｡

モンゴル国の水‡f源は非常に多様であり,氷河､河川､湖,そして地下水があるoモンゴ)I,の現代の永

河は第四期系氷河作問から残存しているものであり､今日､主にモンゴルアルタイ地方に小さな氷河があ

る〔.川は総延長7万km､ 1,200本程ある｡モンゴル国の川は北極海及び太平洋ヘ流れ込むもの､また中央

アジアの閉鎖性のf.&.他に向かって消滅するものの三つに分けられるo湖はモンゴルでは最も重要な地理的

要因の一つである.‥.現在モンゴル国には小さいものを合わすと4,000以上もの湖がある｡これらの内

3,500程は表面積が0.1km2以上ある湖であり,大部分(95%)の湖は湖面積が5.Okm2以下の小さな湖である.

概算によると､湖水の全容量は500km3,言い換えればモンゴル国の全河川の一年の捻流量の13倍以上も

ある.殆どの湖(全容量の80%以上)は淡水である.降水量の少ないンモンゴルでは､河川,潤,地下水

等,総合的な水資源の利用が重要である｡

土壌について言えば,モンゴル国ではその多様な生別犬況が､山岳ツンドラから乾燥した砂漠土壌た至

る変化に富む土壌を形成している｡モンゴル国会領地の約80%は農業地として使われ､その内､僅か1 %

が耕地､ 10?i')が森林地である.

モンゴル国では5ケ年,あるいは長期計画等を通じ､中央化された政策により自然､環境保全を推進し

ているoこの国では工菜化が始まって間もないので､他の国々に比べると環境へのインパクトが少ないが､

伸び続ける生産力の成長に伴い自然ヘの強い圧力が懸念されている｡都市や工業地では､工場,交通等の

廃棄物による空気や水の汚染が著しい｡農業の発展に伴い軽土壌の浸食も見られ,また,大規模な森林伐

採により水収支のバランスが崩れ､河n[の乾燥が生じているL,多くの植物や動物も消滅状暦に陥っているo



これらの状況に応じ､環境保全の為に政将による法的対策がとられている他に,モンゴル環境保全協会

(MNEPA､)の様な市民組織も活動している｡

モンゴルの総人口は, 1992年1月の続計によると215万6,300人､人口密度は1平方キt7メールあたりl.38人

である.｡ 1989年の耗計によると,人口密度は1平方キロメートルあたり1.3人であるo人口増加率につい

ては､ 1918-1940句三の間は一年間につきo.5-0.8%, 1940-1960年の間はl.5- 1.9%と比較的低かったが､

1960-1980fl三のl-.i-)Eま3?i'と高くなり､1980年後半には一年間につき3.2%の増加率となっている.｡人口の

分散を見ると,工業化に伴い,都市部での人口が増えているo 1956年には全人口の21.6%が都市部, 78.4

%が農村地域､ 1969年には各々44.0%, 56.0%, 1979年には5l.2%､ 48.9%､そして1989年には57.1%､

42.9%と都市化が見られる.｡農村地帯の居住体系は主に定住型と移住型の2つに分けられるが,全農村人

口の60%以上ほ移住型(遊牧民)である.首都ウランバートルは海抜1,351mの高地にあり,面積は2,000

k皿デ､北緯48度,前程107度であり,緯度ではパリ,ウィーン,などと,また経度では重慶､ジャカルタな

どとほぼ同じである.二.ウランバートルの人口は57万5.000人､総世帯数のうちゲル(移動式住居)居住世

帯は44%を占める(1991年初頭) .

人種については, 1993年6月現在,全人口の95%はモンゴル人,少数民族としてはチエルク語族が居り､

又僅かながらもロシア人や中国人も永住している.)モンゴル国では大部分の人がモンゴル語を使うo現在

では小学校からモンゴル語とロシア語を敢えている｡モンゴル国では幾つかの宗教が信仰されているが､

最も主施はチペウト仏教(ラマ教)及びシャーマン教である.但し､ 1921年の革命以降政教分離が行われ

ている.‥.

現代のモンゴル国の教育のレベルと質は着実に伸びている. 1989年の統計によると, 101,800人が高等

教育､ 118,400人が中等専門教育, 213,100人が中等教育､ 401,500人が中途中等教育､ 424,600人が初等教

育を受けているo従って､全人口の59.1%が何らかの教育を受けていることになる. UNESCOがモンゴ

ル国のthe lnstitu!eof La･1guagea･1dLiterature of the Academyof Sciences に文盲削減に寄与したとして授与

した経緯もある.｡

1992年のデータによると､ NNP (国民純生産)は6,106百万トウグリク,一人当たりのNNPは2,881.7トウ

グリクとなっている.｡実質GDP成長率は, 1981-1985年間には平均で6.8%, 1985年には5.7%, 1986年

に特上昇し83?･ilとなったが, 1987年には又4.5%に下がり､ 1988年には5.1%､ 1989年には4.2%となっ

た｡モンゴル国と従来つながりが強かった旧ソ連や東側諸国の経済の低迷状況はこの国に大きな影響を与

えている.政府は1989年から市場径済への移行と私有化に力を注ぎ､又開放経済政策を通じ西側諸国との

関係を強めようとしている.

主要産菜は,伝耗的に畜産と農業が盛んであり,なかでも一人当たりの家畜頭数では政界-を誇ってい



る.モンゴルの主要産業は鉱業,農牧業､及び軽工業であるo 1989年には農牧業の物質生産全体で占める

割合は19.2?i=-でそれほど高くはないが,農牧業を基にした食品製造,繊維等の軽工業は工業部門の中で

大部分を占める.ニ.同年,農牧業に携わる人々は全就業者致の29.4%を占めたo また, 1987年には輸出稔

額の42.p9り-''が農牧業製品及びそれを基にする製品であった. 1989年には工業の物質生産全体に占める割

合は33.8%であった._二.鉱業については､ 1988年の輸出総額の41.7%は鉱物原料であり､輸出の中におい

て重要な役割を果たしている｡

近年では､資源,なかでも石炭の開発に努力を傾け,その他,鋼､錫タングステン,金の非鉄金属の生

産･加工も盛んになって来ている｡鉱物資源については､世界の中でも量的､その種類においても豊富な

国々の中の一国としてランクづけられる:モンゴルは､鉄金属と非鉄金属,稀に見る高価な軽金属､ (レ

アメタル)即ち,秩,マンガン,クロミウム,鍋,鉛､亜鉛､スズ､タングステン､モリブデン､ニオビ

ウム､タンタル､ジルコニウム,金,銀､アルミニウム等の採鉱有望地である｡

モンゴルの農牧業は従来､社会主義生産方式であり,その生産を担う企業は協同組合部門と国営部部門

とからなっていたが,経済改革によ.り全体の約80%の国有財産が民営化され家畜給頭数の70%が個人節

有となった.:, 1989-1l･-･1月より個人及び家族経営による請負･契約制が導入され､同年5月時点で牧民の

60%,農民の70?i''が請負･契約制に移行した. (ÅpIC, 1990)

現在､モンゴル国は30以上もの国々の400を越える企業や協会､組織と貿易している｡ 1961-1988年の

間には海外貿易取引高は8倍にも伸び,輸出は7.6倍,輸入は8.6倍にもなったが,貿易収支は赤字であっ

たo 1980年には社会主義国との貿易比率は輸出で98.4%､輸入で98.5%であったが､1989年には輸出

93.1%,輸入95.6%と減少した.その反面, 1988年以降､資本主義国との貿易に力を注ぎ､ 1989年には市

場経済化への移行政策力f'走りだし､法律の改正または新設を行い,広範囲な経済改革を実施してきた.し

かし, 19891'Fにはモンゴルの輸出の73.1%､輸入の82.8%が対ソ連であり､依然として強い関係を示し

たLl同年にはモンゴル対外貿易の1.8%は日本が占めていたが,資本主義国の中では第1位の貿易相手国

であった｡次いで1993年には為替も市場経済に移った｡

主な輸出品は,農牧業産品とその加工品､及び鉱物原料であるが､牧畜生産物の原料(毛,肉等)の輸

出の総輸出における割は減少している一方加工品として輸出する傾向が強まっている.輸入については､

機坪,設備､燃料原料,琴物源科､金属で輸入総額の60%程を占めているo対外債務においては､ 1989

年末にはドルで換算すれば､およそ57億ドルとなり､一人当たりの債務残高では約2,850ドルと杜界でも

最高水準を示している.また国内では市場経済化後インフレが進んだ.

モンゴル国政噺の農業重点政策としては, (1)砂糖の自給率向上, (2)植物油の自給率向上､ (3)

農業機械及び港概施設の老朽化の改修､ (4)コムギ生産の安定化の4項目を挙げている｡



中央政府においても､ドルノド県を特に油糧作物(アブラナ,ヒマワリ等)及びテンサイ(採種)の生

産基地としたいとの志向がある.I,人口が少ないことから,農業開発は機械化が前提とならざるを得ないが､

一部､都市間辺における発電所の温水利別こよる施設園芸等は,集約的技術が必要である｡亜寒帯に属す

る高原国ではあるが､その中でも標高が低く､冷温帯の下限に近い同県は､夏期の日照､土壌の肥沃慶､

労働力,水資源､可排地及び電力の豊富さの点から､農業開発優先地区に位置付けられている｡

牧畜業が盛んなモンゴルの主食は肉と乳製品であるが､パン､コメ､野菜なども骨食化されてし-る.こ

こ1
-2年､一人当たりの食料品の年間消費量は減少しているが,国民の栄養の点からすると､需要は伸

びるものと考えられる.｡内項及び麦類の自給は達成されているが,コメは全面的に中国､ベトナム､北朝

鮮､印度などから15,oooトン(1991年FAO)輸入されているoこれを単純に総人口で険して一人当たり

年間消費量を算山して見ると約7kgであり,今後増える可能性も考えられる｡かって､稲作栽培について､

ベトナムから枝術指導を受けたこともあるが失敗に終わっている｡

今回､ドルノド県下における青森県西津軽郡車力村の技術協力による稲作栽培試験の成功は､大きく注

目されており今後も継耗予定である.｡しかし,村の財源にも限度があり,基礎研究及び技術の安定化によ

る規模拡大には日本国としての援助が不可欠である.,事実,高緯度の稲作はロシアでは黒海沿岸や 中国

の黒竜江省付近などで栽培されているので,栽培試験の結果次第では,稲作の導入も期待されているとこ

ろであるt二.

野菜は国内である程度生産されているが不充分であり,また厳冬期の栄養摂取の面から､食用油､砂糖､

加工保存用果樹の需要も多いoそれには野菜,テンサイ,油糧作物及び果樹の栽培が必要であり､これら

を推進し成功させるためには､港概施設の整備の有無にかかっている0



2.ドルノド県の概安

(I)自然状況

1)位置･地形

ドルノド県は,その名のとおりモンゴル国の東(■ドルノド:モンゴル語)端にあり､面積122,000km2で

ある.‥.県郁チョイバルサン地区は､ FLそ北緯48度､東経115度に位置し､東部に大輿安嶺山脈をあおぎ､

西部にヘンティIl川晩をのぞんで,標高は海抜560mでモンゴル国内では低い地域である.地形は起伏のあ

る草原地帯であり､市内にはヘンティ山脈を源とするヘルレン河が流れている｡ヘルレン川は全長

1,330kmでその内l,090kmはモンゴル国内を菰れ､その流域面積は約84,000kn2であり､国境を横断して中

国側へ流入している.=.そしてドルノド県ではこの河の流域にヘルレン川上流を背にして右岸地区に

10.000b (新規地Fx1.)
､同左岸に250ha(ポンプ湛概施設改修)の可耕地帯が分布している.また､ドルド

ノ県の東部にハルハ川があり､その流域は約38,000ha程度の耕作可能な肥沃な土壌が分布するoこれらの

流域は投丘服地形をなし,低位投丘は利別こ､高位段丘は畑地として利用可能である(聞き取り調査).

しかし､同地区に隣接して将来､国立公園計画のある鹿の棲息地があるので,水資源等の競合が起こらな

いように環境保護に,また中国国境にあるボイル湖へ挽人する唯一の川なので水利用に当たっては充分配

慮する必要がある.=,

2)土壌

水田予近地とされているハルハIlt流域の土壌は表層30cm位は黒茶色を呈する(ハルフレンホルス)

(聞き取り調査).｢分析データによると､土性は第1層が壌土で第2および3層は埴壌土あるので､湛水

性は良いと考えられる.｢主な化学性は,pfI6.5-7.5､腐植含量2.5%程度､陽イオン交換容量(CEC)me/loos,

石灰飽和度85%､燐酸吸収係数700前後であり肥沃度は高いo水稲栽培にはpHが若干高すぎる傾向があ

るが,水稲栽培に当たって酸性肥料の使用など肥培管理に配慮す卑ことによって充分解決出来るrJ

一方,今年,稲作に成功した圃場のあるヘルレン1rl龍城の土壌は､栗色土(フレンホ)I,ス)でハルハ川

流域の土塊に比べ肥沃度は少し低い.そして,表層はハルハ地域に比して薄く､耕超8手よって下層の白色

の石灰集積層(炭酸カルシウム)が表面に露出する所もある｡このような所は水稲が出来ないことはない

が､水稲栽培には適さないと考えられる｡また,いずれの地域も､冬季は極めて寒冷且つ積雪が少ないた

め､土壌凍結の托さは､ 1.5m前後に達する｡凍結初めは10月末､表土の融凍初めは4月上旬,全層の融凍

は6月下旬であるL=,小安作付け畑土塊もp口7.5前後で石灰飽和度は70%で肥沃度は高いo



3)気象

チョイバルサンにおける過去10年間の平均,最高､最低気温の推移は,表1 -3(園1-3)に示すとおり

である.‥.

年間平均気温は10年平均で零度､プラスの気温になる時期(4月から10月の約7カ月間)の平均気温は､

10年平均で約1】度である一二.過去10年間の各月の年別変動は､ 6 -8月で若干変動はあるが､他の月は殆

ど同一傾向を示す.〕

年間の愈高気温は35℃近くになり,各月最高気温は比較的年変動幅が大きく､零度以上の夏期間では

5月(春先)と8月には10産前彼の差がある.｡夏期間の陽射しは日射病が懸念される程強いので､作物

によっては高温による受精･結実障害に注意する必要がある｡一方,最低気温は6-8月を除けば零下で

あり,年間を通じての最低気温は､ 10年平均で1月の40度であるo

降水最の推移を見ると(衷4,図4)
､年間降水量は,

105.1mm(19&6年)-467.3mm(1990年)と年によって異

なるが､過去101[:.問の-'F均降水量は315mm程度であるo降雨は作物の栽培期間に集中しており,月別で

は5-9月に分イriし, 7月にピークを持つ年が多いL,

チョイバルサンにおける1991及び1992年両年の4､ 5､ 9､ Io月(稲作に対する危険性の高い月)の日

変化は,表5-10個5-10)に示すとおりである｡本真によれば, 4及び10月には1ないしは2日が最

高気温は零‾Fを示す.:.一方､最低気温は4月及び10月では項繋に零下になり, 5月上旬及び9月中下旬に

も零下に下がる均分のあることがわかる.｡結局,零下にならない安全な期間は5月下旬- 9月上旬となる.

暖かさの指標とされている温量指数(月平均気温5℃以上の月について,月平均気温から5℃を減じた

値の精算温度)杏.i)'.Hiして見ると,表1-2に示すように50前後であり､冷温帯落葉広葉樹林(85-45)の下

限に近いL,同緯度に近し;中国黒龍江省三江平原にあるK観測所(稲作を実施している地帯)の温量指数は

60でチョイバルサンに比べ大きいが､当農場は標高が低いためと考えられるoなお､今年の5℃以上の積

算温度はチョイバルサンで2,209℃,ハルハ川流域で2,129℃であり(聞き取り調査)
,作物の生産に関

係の深い口平均気温10℃以上の温度の総和,いわゆる有効積算温度は約800℃である.

日照時間は咋平均2,866F寺岡とかなり長いが,作物の栽培期間では1,376時間前後である(衣ll,図11) .

最高El長月は, 5):Jで約300時間(10年平均) , 5
-8月は日長時間が長く光合成には有利である.辛

平均湿度は50-70%の大陸健気侯であるo

4)水資源

年間降水量は少ないが夏斯間に集中しており,河川の水深は, 7-9月に60-100cm増大し､他方面で

の需要も少ないので,現在のところ充分稲作栽培に利用可能ということである(聞き取り調査) ｡しかし,



降水量が少ないので､地下水も含めたデータ収集による確認が必要である｡地下水位はrl[の羅さに額似し,

年間変動はあるものの地下1-2m程度である 順ほ耽り調査.)
L=tドルノド県には前述のように､主な河

川が二つあり,ヘルレンlHの水はpH8.3.ハルハ川の水はp117.0で反応は中性-徴アルカリ性を呈するo

河IIrの凍紙はⅠ卜翌一1月であり,春の融氷水で20-40cm増水する｡水稲栽培に利用可能な水温13度にな

るのは, 6月からと寸Ef≡毒される.一方,水量的には､遊牧民や家畜の飲料水､工業用水等も含め､総合的

に検討する必要がある,=,

(2)社会･農業状況

ドルノド[)?.･の人口は釣9万人(1993年)
,家畜が約100万頭である｡

15村(チョイバルサン市も含め)

に分かれ,柑は80部落を含むoチョイバルサン市はドルノド県の中心地で､人口約5万人である,_.チョ

イバルサン市には空港があり､ソ連軍が引き上げた彼の軍同空港を使用しており､市内まで車で約20分

の距離であるく.

従来,遊牧社会であったことから,食事は内項主体であるが､パンヤ禾食など穀物類､野菜類も食卓を

賑わせている.､夏季には各種野菜が栽培され,冬季のために新鮮物の状態あるいは加工され貯蔵されてい

る.｡野菜は主にハ)i,ハIIr涜域で栽培され,その種笥も多い(例えば､ジャガイモ,キャベツ,トマト等).

モンゴル国では内項及び小麦は自給を達成しているが,食用油､砂糖を全量輸入に頼っている｡そこで､

モンゴル鮒としてはドルノド県での重要新規作物としてテンサイ及び油糧作物を指定しており,その他､

ダイズ､ヒマワリ等も検討されている｡また豊富な石炭資源による火力発電設備は､電力消費の多い冬期

間でさえ]‡能力の半分程度しか使用されていない.〕そこで,その可動率向上のため,果物(リンゴ､ウメ

等)の加+‾二工場(ジュース､ジャム等)の建設も検討されている｡一方､農産物の生産､加工,販売の基

礎となるインフラ設愉も不充分なので,その整備が必要である｡

(3)他の援助国/f尉喝の動向

チョイバルサンから釣35kmのヘルレン川流域には約1,000haの藩概施設があり､これはハンガ1)一国

の援助により敷設されたもので､ 10年間使用している.ここでは当初小麦を栽培していたが,現在は抽埋

作物を栽摂している.=.

日本国の軽碕授助でドルノド県のマスタープラン業務が実施されている(地形図作成) ｡

鉱業関係(石油など資源探査)にはアメ1)カなど外国がプロジェクトを実施しているo



3.今年の稲作概要と今後の稲作開発計画

I)今年の稲作栽培概要

実施指掛ま日本国:･1･:力付･モンゴル親善協会が行い､以前に車力村に来た農業研修生を中心に現地のド

ルドノ県チョイパルサン農業試験場圃場で実施したく〕土壌は表層が壌土で､ 24cm以下の下層は砂壌土で

あり透水性は大きいと推定される.

栽培品種は､寿が遅く冬が早い気象条件に合う耐冷性で早生品種の北海道産ハヤマサ1)と青森県産のキ

タオウ､ふ系159号の三品種を供試し,約6アールの試験田に作付けした,

播種は5月3Elで育苗はビニールハウス内トンネル畑苗代方式である.田植えは6月9Elに手植し､首

長12-12.6cm､祭政は 3.5-3.7cmで,キタオウ>ふ系159号>ハヤマサリの順に大きかった｡

水田の汀】水は近くのヘルレン川からガソリンエンジン付きのポンプで揚水したが､その際の水温は20

℃であった.=,手品暇な日以外は疎水港概をするように指導し好結果をもたらしたc.落水は9月10日にしたo

管理は適正におこなわれたが, 9月に入り低温予報が出たので事前にパイプとビニールを用いて試験田に

覆いをした.二.予報辿り今年は刈り取り間近の9月17日に一時-o.2℃の最低気温を示し､27日には降雪が

あった(岬199211F･は9月27日に零下になった)
.I.このような悪条件下でもハヤマサリは2.8tPtaの収穫を

得た.〕

本田糊における小閑生育は､下表のとおりである｡,

穂致 成熟期 収量(玄米換算)a

ハヤマサリ

キタオウ

ふ系159号

T._11穂月日 梓長
穂

7月30日 44.7cm 12.8cm 15.2本 9月24日 2.8t伽

8月22日 49.5cm 14.Ocm 川.2

9f=] 2E) 47.8cm 13.9cm 14.0

注)キタオウ及びふ系159号は収穫出来なかった.)

梓長､稔長が短い結果となったが､低温気味で経過した期間が多いことによると考えられる｡

収量構成要素については､親善協会側が目下調査中である｡

2)今後の稲作開･ヲ邑計画

現在は､その緒についたばかりで､国としての稲作開発計画は無いが､安定技術の確立が図られた暁に

は自給自足の計画を持っている｡今年､まがりなりにも稲作栽培に成功したことから､当親善協会として



は来年は､ 15a馴i'LLの閉場試験を計画している.｡近い将来, 100ha規模にしたいとの希望も持っているo

現在､モンゴル国全作で約15,000tのコメを輸入しているが､ドルノド県としては3,000tを必要として

いるc, 1,000haの水田で3t伽の収量が得られれば問題は解決されるし､全輸入量の1/5をカバー出来る｡

本年は,コメがとれるという事実を証明したことで画期的成果があったが､今後は稲作栽培に村する成

功あるいは尖敗の安田を解析しながらことを進める必要がある.=.



4.総合所見

調査時糊が航')IS糊だったので,現地を詳鰍こ視察することは出来ず､専ら気象データの収集に終わったo

以下気温をL7JJいこ所見を述べる.

(1)水稲栽培

日本における稲作の冷害による不安定性は､まだ解消されていない｡冷害による減収は7-8月の平

均気温が20℃を湖ると著しくなる｡これは7 -8月が幼穏の分化発育期から豊熟前期にあたり､幼穂形

成期の低.'1'Eiは枝梗･綿花の分化致の減少と同退化致の増加とにより1穂籾数の減少を生じ,また穂ばらみ

期の低温は籾殻(容量)の発育不良により粒重の減少､さらに開花期の低温とともに授粉受精障害による

不捻を発生し,宝典歩合の低下をまねく一｡豊熟糊の適温は出穂後40日間平均気温で21-22℃とされてい

る｡

しかるに､当地の7 -

8月の平均気温は18.7℃で､ 20℃以下である.ということは常に冷害の危険性

にさらされていることを意味する｡そこで､何らかのエ夫をしなければならないが､次のことが考えられ

る.｡

1)稲の品掛ま酎冷他で早生品種を選択する(例えば､はやゆき,ゆきひかり,まいひめ等).

2)限られた生育期問内に充分な生育量を確保するため,育苗は畑苗代ハウスを用いて成苗を当てる｡

3)水温を適温に畷めるために迂回水路を整備する.:.

4)湛水(探水)を容易にするために基盤整備を実施する｡

5)現在の枝術では､限界に挑戦する技術であり､年によってその成果は異なることが考えられる｡

捌こ9月の気温の高低が豊熟を左右するので､安定収量を目指すならば8月下旬までに収穫可能な

技術の隅築が必要である｡

6)下層に広がる炭酸塩土壌の改良は,一般的には湛耽が有力な手法であるが､当地域の河川水のpHが

高いので,効果の発現は長期的に考えるべきであろう,I.耕起によって炭酸塩土壌が露出するような表

層の薄い所はなるべく避けるようにし､避けられない場合は､表土扱いをして土壌改良(例えば客土)

が必要である.:.

肥培管理の而では硫安･塩安塩化カリ等,土壌を酸性にしやすい肥料を施用することは勿論である｡

畑地の場合には硫井草を10a当たり20-30kg施用することもある(この場合o硫黄酸化菌の存在が

必要である1がL､水田の場合は硫化水素の発生があるので望ましくない.

7)pHの高い土塊で稲作を栽培すると､鉄,マンガン欠乏等を起こす債自化).その場合は葉面散布

(硫醗第一鉄の0.1%i在)をする必要がある.また､鉄キレート化合物は中性ないしアルカ1)性の土
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填でも不晒性になることが少ないので､ 10アール当たり2-3kgを施用するとよい｡.

要するに,悔ゃ'f7.E.種の導入､成苗移植,適正な水管理が出来るような基盤整備等の工夫が必要である.

水剛乍は畑作の連作障害回避には特効薬である.･,､しかし､全耕地を汎用水田にすることは,用水量の面

からも不可能である.:.そこで,栽培技術体系が確立した暁には河川流域を主体に導入することが望ましい.

また､労力が少ないので横根化､大規模化が指向されるところではあるが､水稲栽培は水管理が重要なポ

イントとなるので､一区画の大きさは管理作業のしやすい面積(例えば30-50a)にすることが肝要であ

る.｡一方､民営化され農場が小規模農約的農業も計画されているので,将来､日本的農業形態も考え得る

と思われる.=.

(2)野菜及び工芸作拘の栽培

耕地化予')ヒ地は10℃以上の積算温度が800℃前後であるので,温度要求変の低い作物(800-1,600℃)

のソバ,エンドウ,オオムギ等が栽培可能であるが､県が推進しようとしているエネルギー源作物(テン

サイ,ナタネ､ヒマワリ)も試験的には成功しているので導入の可能性がある｡特に日温格差が大きいモ

ンゴルでは､聴聞のエネルギー消耗が少ないので,高糖度のテンサイが収穫できる｡抽埋作物及びテンサ

イにしろ,かんがい施設の有無が成功の鍵を掘っており,リハリビを含めたその整備が必要である｡それ

には､水量の把持が不可欠である｡また､工芸作物,特にテンサイの場合,加工工場の整備､原料運搬と

の関連が大きいので､ただ作ればよいというものでは熊く､インフラの整備が伴わねばならない,J畑作物

は連作障害を考瞳せねばならないので､必然的に合理的輪作体系を確立せねばならない.その組み合わせ

については､既往の経験(文献)に基づいて計画するものとする｡

またソバは生育期閃が80日程度で軽く短かいが､霜害に極めて弱く,また無霜期間のなかで受精･結

実期が高温(■平均気温26-27℃で不稔性を高める‾)の時期にならないよう作期と品種を選ぶことが重要

である.｡

(3)シルバーボランティアの派遣

モンゴル在住の日本大使館一等曹記官によれば､現在の時点でのプロジェクト化は､不安定な小麦の安

定生産が使先され,近い内に実現の運びになっているとのことである｡そこで,具体性のある方法として､

本件が開発調査案件として開始されるまでの間,稲作栽培に関してのシルバーボランティアの派遣による

栽培技術の普及を考えてみてはどうかとの示唆をうけた.ン

ll



(4)残された.1F.な問題点

1)適正作拘の選択

2)滝通を含めたポストハーベスト

3)生産物の締柄件評価

4)農業開発が環境へ及ぼす影響

5)農業開発の規模(大型機権化,あるいは典約型)

6)現地政何の艮11】糊計画

したがって,今後の調査項目は､上記に関わるものとなるが､それに今回,収集出来なかった気温以

外の気象(蒸発範,風向,夙逮等)
･水利データ及び最近2年間の7,8月の気温データも収集する必要

がある.｡
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5.結論

プロジェクト化の方向として次のことが考えられる｡

(1)北限における水稲磯培技術の研究協力事業

(2)稲作･野菜･工芸作拘を含めた総合農業開発

(3)農業横根及び瀧概施設の改修

13



6.収集データ

(1)過去1 01]:･r(r.Jの月別平均気温､最高気温,最低気温､ El照時間及び降水量

(2) 19921F･及び1993年のヰ, 5, 9､ 10月(温度的に危険な月)の日別､最高及び最低気
:,F7

LJ)rL

(3)青森県砂rT./I:1均の過去1 0年間の月別,平均気温

(Ll) 1 993年の稲作排種概要と収量について

(5)モンゴル国の地形など総合地図(モンゴル語)

( 6 ) AcademyofscienceofMongolia lnfomlationMONGOLIA (英文: 1 9 9 0年)

注)入手先:1■) ､ 2)は,モンゴル国ドルノド県

3■) ､
Ll)は,青森県車力柑モンゴル親善協会

5)
､ 6)は,モンゴル由ウランバートル市内の書店

14



垂ユヱエi上空ヒ土工圭主星吐皐月j班望超過仁王
4 5 6 7 8

1.5 1 1.5 15.2 18.5 18.1

23 1 1.7 16.7 1S.7 17.3

3.2 12.O 17.5 19.2 17.2

1.3 1 1.0 20.2 19,1 17.6

2.9 9.2 15.9 1 9.5 17.4

2.6 10.O 18.4 20,6 18.9

4.9 1 1.5 15.7 18.2 18.2

2.4 1 I.6 16.O 19.5 17.7

2.7 1 I.4 16.4 18.3 20.4

0.6 13.3 15. 1 19.9 17.8

2.4 1 I.3 16.7 19.2 18.I

I 1 12 iL''-y})

93 -2
I.0

-0.5
0.6

-19_5 1I.I
1.0

-22.9 -1.3
I.S -20.2 -0.

1

3.5 -17.9 -1.0
8.9

-20.5 -0.4
0.4 - 19.S 03

7.4 - ]8.7 0.6

9.l
-2t.l -0.3

0.2
-1S.6

0.3

0. 2
-20,0 -0.

3

9 10

0.9 O.8

0.3 O.5

8.4 2.7

0.5
-0.
1

0.6 l.2

1.3 2,8

9,7 2.5

9.7 4.4

0,5 l.8

8.7 2.1

0.1 1.9

A
1983

I9S4

1985

19$6

1987

1988

19$9

1990

1991

I992

平JiJ

1 2

20.7
-23.0

27.0 - 17.8

26.4
-23.7

23.4 - 1 9.0

24. 0
-20.
8

22. 8
-22.4

20.7 - 1 7.5

28,6
-16.5

24.2
-20.3

19.8 -18.4

23.8 - I 9.9

3

京言
6.0

1.6

6.7

2.4

4.2

i.5

2.6

0.8

6.6

9.8

.-

U



大ト2 ナヨイバ)I,サンにおけるJl i)I)､F･均!^-(tI.I..'L枚び温.制耶セ(℃)
5JJ 617 7).J 2i)J 9)) LO11

”.5 1 5.2 18.5 L8. I 10.9 O.8

6.5 10.2 13.5 13. I 5.9

I.5 5.2 8.5 i. I 0.9

I I.7 16.7 18.7 I7.3 JO.3 O.5

6.7 1 I.7 13,7 I2.3 5.3

].7 6.7 S.7 73 03

12.O 17,5 I9,2 J7.2 8.4 2,7

7.O 12.5 14.2 J2.2 3.4

2.0 7.5 9.2 7.2

1 I.0 20.2 19.1 17.6 10.5 j). 1

6.O 15.2 J4. 1 12.6 5.5

I.0 IO.2 9. I 7.6 0.5

9.2 I5.9 I9.5 17.4 10_6 I.2

4,2 10,9 14,5 1 2.4 5.6

-0.i
5.9 9.5 7.4 0.6

10.0 18.4 20.6 18.9 1 I.3 2.8

5.0 13.4 15.6 13.9 6.3

0.0 8.4 ]0.6 8.9 1.3

I I.5 )5,7 18.2 IS.2 9.7 2.5

6.5 ]0.7 ]3.2 I3.2 4,7

I.5 5.7 8.2 8.2

I I
,6

16_0 I9.5 I7.7 9.7 4.4

6.6 1 ).O 14.5 12.7 4.7

I.6 6.0 9.5 7.7

1 1.4 16.4 ] 8.3 20.4 10,5 l.8

6.4 I I.4 I3.3 15.4 5.5

I.4 6.4 8.3 10.4 0.5

13.3 15. 1 )9.9 17.8 8.7 2. 1

8.3 10. 1 ]4.9 12.8 3.7

3.3 5. 1 9.9 7.8

I 13 16.7 19.2 18.1 10.1 l.9

6.3 1 I.8 ]4.) 13.1 5.J

I.3 6.7 9.2 8. 】 0.7

りJ 2月 3月

20.7
123.O 18.

6i

遥
1984

(-5)

盟
(-5)

盟
(-5)

ti9!
) 987

(-5)

ti91
1988

(-5)

ヒ過上
I9i9

(･5)

仁王塾
I990

(-5)

盟
(･5)

tBl
1992

(-5)

甥
ト5)

(-JOl

27.0 - 17.8

26.4
-23.7

6.0

±旦
1.5

‾…3

3.2

上旦
-9.3

LO.6

a

.0

し5

LZJ

･21

･19

云

扇

)J声I''･J･'.)帥の･f耶7.:1)I-･均 1I:.･木桝

.6.
Ⅰ

-0.5

49.2 9.i

24.2 4.8

-13.4 -1.I
49.7 9.9

24.7 4.9

-15.4 -l.3
49. 3 9. 9

25.9 (i.5

1l.5 -0.I
53.4 10.7

2S.4 5.7

-1】.9 -1.0
47.6 9.5

22.6 4.5

-4.2 -0.4
54.2 [0.8

29.2 5.8

3.8 0.3

48.3 9.7

23.6 5.9

7.5 0.6

49. 5 9.9

24.8 6.2

･4.0 -0.3
52.O 10.4

27.0 5.4

3.9 0.3

49.8 )0.0 60.2

26. ] 6.5

().9 【).I

50.4 10. I

25.9 5.2

6 0

86.723.4 - 19.0

24.0
-20.
8

22.S
･22,4

2.4 2

4.2 2

9

6

9

4

3.5 - 17.9

8,9
-20,5

20

元

玩

請

18

7

6

2

17

請

面

請

請

5
-8.5

4

5
_2.6

2

0.4 - )9.8

7.4
-I8.7

3

4

0.8 2,7

6.6 0.6

9.8 2.4

_■▲.

a

9

0.2
-J8.6

0. 2
120.0



衣2チョイバルサンにおけるJ川]J旭fRL:.1気沌L(℃)
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夫4チョイバルサンにおける月別降水Fl;._-(mm)
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表5 チョイバルサンにおける日別段高気温(1992申)
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衣6 チョイバルサンにおけるI l別Jrl'<,1:;-気ilIJL(19934[=･)
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衣10 チョイバルサンにおけるl_J別utI.I..I較詫(1993咋)
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図1チョイパルサンにおける平均気温
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図2チョイパルサンにおける最高気温
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図3チョイ/〈ルサンにおける最低気温
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図4チョイ/†ルサンにおける降水量の推移
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図5チョイパルサンにおける日別最高気温(1992年)
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図6チョイパルサンにおける日別最高気温(1 993年)
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図7チョイパルサンにおける日別最低気温(1992年)
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図8チョイバルサンにおける日別最低気温(1 993年)
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図9チョイパルサンにおける日温較差(1992年)
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図10チョイパルサンにおける日温較差(1993年)
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図IlチョイJてルサンにおける日照時間

/

/
/

350

300

250 /

J'/

/

一石

)＼＼

＼＼

/メ

/

/
_

_
J

＼

･{

/一＼､､
ヽ
ヽ

＼･

＼

＼

＼ .′

ヽ､

ゝ-
＼

′ヽ

‾＼ 1 986

”

O)

200

醍
普

150

100

50

0

/

/

/
＼

＼

＼

＼､.

､ヽこ

10 11 12

-‾--‾‾I

1 987

1 988

‾‾--‾‾-I 1 989



I.車力村依頼土塊分析結果(モンゴルの土壌)

資

･科
No.

PfI

(H20)

EC

(1:5)

T-C

(%)

T-N

(%)
P一吸

可TN

◆(冗)

可IP

ng

100g

CEC

me

交換性塩基(me)

Ca ug 冗 Na Total

1 7.5 ･0.07 1.53 0.131 -620 3.58 83.3 19.2 16.4 4.3 D.7 O.1 21.5

2 7■.8 0.07 1.51 0.14 780 Z.ll 12.3 19.･4 19.0 5.5 0.4 0.4 25.3

3 7.5 0.02 1.51 0.15 ●390 4.97 4.7 1之.1 8.2 0.a ･0.･4 0.1 ll.0

”

ヽJ

資 塩基 石灰 苦土 加里 Ca/Mg Mg/A

土性 仮比重料 飽和度 飽和度 飽和度 飽和度 当量比 当主比
No. (%) (%) (%) (%)

i 112.0 85.4 22.4 3こ6 3.8 6.1 L (1.31)

2 130.4 97.9 28.4 2.I 3.5 13.8 CL I.18

3 90.9 67.8 18.2 4.1 3.7 ‾4.4 CL (131)

資料の内訳(土壌)
No_ 1.
:ハル^)tl一時15cmの深さの土

No.2 :ハル八川畔掘り上げ置きの土
No.3
:小麦作付け畑の土

Ⅱ.水の P上Ⅰ
,
EC

PH l!c

i.ハルハ川の水 7.0 0.19

2.チョイJ(ルサtJの水 8.3 0.46

K･土 性

仮比重

触感による｡

No.1,No.3の土壌の仮
比重は､箕料が少な

いため50mlのメスシリけ

一亡土鳩をとり.
5cm

の高さより5回落下

後重量を測定し､

1ロOml当りの比重を

No.2の土壌と対比し

て算出し､参考まで
に表示した｡



7.面会者名籍

1.モンゴル国

2.食糧農牧省

3.同上

4.同上

5.同上

6.ドルノド県

7.同上

8.同上

9.同上

0.同上

1.同上

2.同上

3.同上

4.同上

5.同上

首相

事務次官

外事部長

元ドルノド農業試験場場長

環境課長

知事

県議議長

第1副知事

第2副知事

外事部

官房長

農牧専門官

草原地域農牧試験場長

芋榎地域農耽読験副場長

油糧作物担当官

16.在モンゴル同日本大使館

38

Mr. JASRAI

Mr. SVRENJARGAL

Mr. BAYARSIHAN

Mr.打UCHrr

Mr. GOMVOSUREN

Mr. BATSUKH

Mr. RENC甘EVBYAMBA

Mr. CHOTJILSUREN

Mr. BATSUKH

Mr. ULZTBAYAN

Mr. TUMURPVREB

Mr. ADIYA

Mr. MYANGANBAYAR

Mr. MUNHJARGAL

林伸一郎一等書記官



8.日程表

日数 ･'F･J‾J口 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 12.7火 成田 北京 北京 移動EINH905(■成田一北京)

2 8水 北京

ウランハ●-ル

チョウハ●ルサン

ウランハ●-トル

チョイハ●ルサン

ウランハ●-ル

ウランハ●-汁 移動E]OM224(北京一ウランハ●一汁)

3

Ll

5

9木

lo金

ウランハ●-汁

チョイハ●岬ン

ジャスライ首相表敬,資料収集､

食糧農牧省次官打合せ､EOJ表敬

移動及び県知事以下関係者打合せ

1】二1.･. チョウハ●ルサン 対象地区内踏査

6 12日 チョイI(J岬ン 試験開場･龍城調査及び聞取り調査

∫ 1311 ウランハ●-汁 移動及び資料収集

8

9

14火 ウランハ●-ル 北京 北京 移動日CA902(ウランハ●一汁ー北京)

15水 北京 成田 移動日NH906(北京一成田)

調査員11if,-.びに串てた舵

市来 秀夫 生年月日 昭和4年5月26El

最終学歴

耽 歴

佐古 最三束 生年月日

最終学歴

職 歴

鹿児島大学

S.28-S.34

S.34-S.35

S.35-S.45

S.45-S.49

S.50-S.55

S.55-S.59

S.59-S.63

S.63-Il. 2

S.34-S.35

S.34-S.35

刀.2-現在

農学部農芸化学科

農林水産省

九州農業試験場

九州農業試験場

草地試験場

中国農業試験場

熱帯農業研究セント

東北農業試験場

東北農業試験場

九州農業試験場

九州農業試験場

太陽コンサ材ンブ㈱

昭和39年3月3日

香‖大学 農学部 農学科

s.62-H. 1 青年海外協力隊

H. 1-現在 太陽コンサルタンツ㈱

39

昭和28年3月卒業

農村工学指導所

環境第2乾

柵作部

環境詳

環境部

沖縄支所

環境部

地質基盤研究部

環境第2部

環境第2部

海外事業本部

ザンビア

企画営業部

研究貞

主任

主任

室長

室長

室長

室長

研究員

研究月

顧問

稲作
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